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全国学力・学習状況調査から理科の

資質・能力を育成するための授業改善

を図った実践を行い、その成果を県下

に普及して各小学校における理科指導

の改善に資する。

●今年度の研究方針



（１）授業改善の視点で実際に授業を行う。

（指導：略案）

（２）実際に児童の姿を見取る。

（評価：ノート）

（３）成果と課題を分析する。

（改善）

●報告において示す内容



第５学年 単元名 電流が生み出す力（電磁石の性質）

１ 枠組み（視点） 「検討・改善」

２ 本時の実践の略案（本時１０／１２時）

（１）単元の目標
電磁石の鉄を引き付ける力に着目して、条件を制御して調べる活動を通して、電磁石
の性質やはたらきについての理解や実験に関する技能を身につけ、予想や仮説をもとに
解決の方法を発想して表現する。

（２）本時の目標
２つの実験（電磁石のはたらきを大きくするための実験）の結果から得られたそれぞれ
の結論を１つにまとめ、電磁石のはたらきを大きくする方法を他者に説明する。

（３）本時の評価規準
電磁石のはたらきを大きくする方法について、実験の結果をもとに考察し、問題解決し
ている。

（発言分析・記録分析）【思考・判断・表現力】



問題 実験２－Ａと実験２－Ｂの結論を、一つの結論にまとめると、どうなるだろうか。

（４）展開

導入
○第８時と第９時に導いた、実験２－Ａと実験２－Ｂの結果から結論を出し、１つに統合することを知る。

【実験２－Ａ】の結論

電磁石のはたらきを大き
くするには、回路に流れす
電流の大きさを大きくすれ
ばよい。
【実験２－Ｂ】の結論

電磁石のはたらきを大き
くするにはコイルのまき数
を増やせばよい。

○友達に統合した結論を伝える際に、表や

グラフを用いて説明を行うことを知る。

・≪検討・改善≫した成果を、クラスで共
有できるようにする。



展開（話合い活動）

【児童が想起すると思われる図・表・値】
⇒ ≪検討・改善≫に生かす手立て
・表 （恒常的に活用している表）
・値：平均値（算数科の関連）
・グラフ：ドットプロット（既習のグラフ）

○どのような表・値・グラフを利用できるのか、児童
から引き出して、クラスで共有する。

○グループで、結論の統合に利用できる表・値・グラ
フを決定する。（分担させたい）

○個人でまず考え、その後、グループで統合した結論
について話し合う。統合した結論を、兄弟グループ
に発表する。

○全体で共有する。



結ろん

電磁石のはたらきを大きくする

には、回路に流す電流の大きさを

大きくしたり、コイルのまき数を

増やしたりすればよい。

まとめ 本時を振り返る。（発言・ノート）



３ 話合いの整理（表・値（平均値）・グラフ（ドットプロット）の活用）

【表】
（グループＡ）



○日頃から、理科や算数科

の学習を通して、表を枠

から書き上げる活動がで

きているので、違和感な

く取り組めていた。

○実験２－Ａと実験２－Ｂ

の結果を、それぞれ相対

的に比較することができ

ていた。

○前時に各自で導いた
結果を、兄弟班で話
し合い、まとめるに
は、表はとても最適
であった。

○二つの実験のまとめ
を、一つの結論に整
理することも、視覚
的に理解しやすいた
めに、的確にでき
ていた。



【値：平均値】
（グループＢ）



○算数科で既習済みである平
均を利用することは、多く
の児童が困っていた。

○「立式すること」「正確に
計算すること（途中式や筆
算を書くつもりがない）」
「計算の答えを、そもそも
何のために求めているかと
いうこと」「実験２－Ａの
２つの平均値と、実験２－
Ｂの２つの平均値を、混同
していること」などが、思
考・判断・表現の妨げに
なっていた。

○解決への筋道を立てた
り、必要なことのメモ
をしたりすることで、
実験２－Ａと実験２－
Ｂを、それぞれ相対的
に比較することが求め
られる。

○いきなりきれいな結論
が表れるのではなく、
順を追った思考と判断
を通して、結論を表現
できる。



【グラフ：ドットプロット】（グループＣ）



○兄弟班の中で、普段
の生活において、検
討・改善をすること
に進んで取り組んで
いる児童が、話合い
を牽引していた。

○表を扱いながら、結
論を伝えることを苦
手としている児童が
多く見られた。

○ドットをプロットする
だけでなく、ドットの
集団を丸で囲んだり、
必要な記号などを書き
表したりすることで、
自分の理解や他者への
説明に役立てることが
できる。

○ドットプロットだけで
なく、児童の実態に応
じて、棒グラフなどの
利用も必要である。



４ 児童のノート（児童の振り返り）



≪児童の振り返りの例≫

●平均やグラフ、表などを使って、人に

分かりやすく伝えることができた。

●電磁石のはたらきを大きくする二つの

方法が分かったので、このことを使っ

て、便利な装置を作ってみたい。

●実験２－Ａと２－Ｂの結論を一つにま

とめるために、資料を使って発表する

ことが難しかったので、またこう機会

に頑張りたい。



５ 成果と課題 ≪検討・改善において≫
【成果】

○前時までの児童の振り返りやつぶやきを、展開
の初めにおいて活用することで、検討・改善に
向けた児童の手立てを明確にすることができた。

○兄弟班をつくり、結論を検討・改善する手立て
を、班で分けることで、多様な思考ツールがあ
ることに気付かせることができた。また、それ
ぞれの考えのよさに触れさせることができた。

○児童主体の話合い活動を通して、自然の事象が
自分達の身近なこととして捉えさせ、進んで実
験結果を検討し、導き出した結論を進んで友だ
ちに伝えようとする主体性を育むことができた。



【課題】
●他教科の学習を生かすことに普段から慣れてい
ない児童にとっては、理科の学習のねらいでは
なく、他教科の活用で困惑してしまった。十分
な基礎学力も求められたが、このような状況に
おいても、友達との話合い活動を通して解決に
向かう機会を増やしたい。
●結論を統合した際に、改めて予想に戻り、電磁
石のはたらきの性質を深める時間を十分に確保
したい。
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